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1970 年代の動向をもう少し述べておきたい。70 年代から 80 年代の前半に
かけて、陶瓷に関係する国際的なシンポジュウムが頻繁に開かれている。77
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年には、シアトル美術館において、「International Symposium on Chinese 
Ceramics from Japanese Collection」の国際会議が開かれ、欧米の研究者な
ど 60 数名が参加し、15 名が研究発表した。私もその末席に加えてもらい、
「Chinese Ceramics Excavated from Japan」を発表し、のちに修正して日
本語論文として発表した*14。お名前だけ知っていた Margaret Medley
（PDF．）が前列中央から舌鋒するどく、ほとんど回答不能な質問を私に浴
びせかけた。主宰者である Henry Trubner をはじめとして、英国からは温厚















屈志仁（James C.Y. Watt）、それにサラワクの Lucas Chin、インドネシア
の Abu Rido など東南アジアの研究者が大半を占め、日本からは、三上次男
ら 4 名が招待され、私も発表した*15。最後に主催者側の代表であった James 
Watt（後にニューヨーク・メトロポリタン、ボストン美術館）から、なぜか






















ロンドン大学付属中国美術館（Persival David Foundation of Chinese 
Arts, PDF.）の図書室で、David が終生をかけて収集した膨大な図書資料が
ある。そのなかで最も活用されているのが、これらの中国関係 6 冊であった。
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な分類をおこない、その後に出現した他の研究者による分類なるものも、品
質の精粗の大分類から始めるという基本部分は踏襲され、大宰府史跡の発掘
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びた。1977 年 11 月には、ソウルで最初の国際会議がおこなわれ、14 名が発
表し、私も傍聴できた。 
〔 94 〕 
その後の調査の進展によって、引揚品が大幅に増加し、全体像が判明しつ


























このシンポジュウムの直前の 83 年 6 月に、私は一般向けの雑誌に小論を
発表し、この船は、わが国に帰属し、博多を出航し、慶元からの帰路に沈没
したという説を出している。情報、とくに木簡がごく少数公表されただけで
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1996 年 2 月から翌年の 3 月まで、私は専修大学国外研修をうけて、ロン
ドン大学アジア・アフリカ研究学部（SOAS）に訪問研究員として派遣され、
付属のデビット財団中国美術館（Parcival David Foundation of Chinese Art, 
PDF.）で過ごすことになった。これは私の研究内容に大きな転換をもたらす
こととなった。当時の館長である Rosemary Scott の特別の配慮で、地下に
一室を与えられ、展示品の全て、図書室の全資料について自由に調査するこ
とが許された。PDF. に近い Russel SQ の公園で、抜けるような北国の青空
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を見上げて簡単な昼食をほおばるだけのシンプルな生活であったが、研究に
専心できる条件であった。至近には British Museum（BM）があり、ここに
は旧知の Jessica Harrison-Hall がおり、ここでも展示品を引き出してもら
い調査できるパスをもらっていた。当時、彼女は明代陶瓷の研究書の出版プ
ランをもっており、BM の倉庫で意見を求められ、真贋をめぐって意見が対
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おそらく鉛釉がかけられた白釉ともいうべき低火度焼成品の存在が、白瓷出
現以前にあり、かつ盛唐まで並行してつづくことを推測している。白瓷の出
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95 年の間に、『博多 13－博多遺跡群第 36 次調査報告』、『博多 25－第 38 次
調査報告』、『博多 26－博多遺跡群第 46 次調査報告』、『博多 47ー第 64 次調
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私としては思い込みの激しいものである。その契機は、この島に“五つのカ
メ”の伝説があり、それを町の文化財に指定したいので、みてほしいという
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コレクションは、Locsin の Sant Ana 教会内墓を除くと、発見地も不確かで
あり、考古学資料の価値は低い。全体として墓地の発掘調査によって完形品
を収集する傾向があり、破片の組み合わせを考えるような方法は取られてい
ない。この当時における唯一の手引き書は青柳洋治 1975 であった*70。 
2008 と 2009 年春、フィリピン考古学を専門としている田中和彦の援助を

















が、1983 年にセブー島で開催されたワークショプで、Vietnamese and Thai 



















もちろん、この調査も SAAT による共同作業である*73。 
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長城を北と南から 2 回こえる山間の環境について見聞を広げることができた。 
内モンゴルの包頭市燕家梁遺跡出土品の未公表資料の調査を許され、













その嚆矢ともいうべき Jhon Pope によるトプカプおよびアルデビル廟所蔵
品の研究、その後 Rjina Kahl らによって図録が刊行され、基礎的資料とし
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